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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

た
め
の
筋
肉
内
注
射
の
業
務

を
担
う
接
種
者
が
、
全
国
的

に
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら

歯
科
医
師
の
協
力
が
不
可
欠

と
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
、
本
学
附
属
病
院

（
東
京
）
は
５
月
25
日
全
国
最
初
に
、
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
大
学

病
院
で
の
医
療
従
事
者
等
へ
の
優
先
接
種
を
実
施
し
た
。
大
学
の

職
域
接
種
も
、
附
属
病
院
、
医
科
病
院
と
も
に
、
全
国
に
先
が
け
て

６
月
下
旬
に
行
な
っ
た
。

　
日
本
歯
科
医
師
会
の
堀
憲
郎
先
生
は
、
６
月
25
日
同
会
長
に
再
任

（
四
選
）
さ
れ
た
。
本
学
68
回
卒
。

　
日
本
歯
科
医
師
連
盟
の
髙
橋
英
登
先
生
は
、
６
月
25
日
同
会
長
に
再

任
（
四
選
）
さ
れ
た
。
本
学
66
回
卒
。

　
日
本
歯
科
医
学
会
の
住
友
雅
人
先
生
は
、
７
月
１
日
同
会
長
に
再
任

（
五
選
）
さ
れ
た
。
７
月
14
日
付
で
日
本
歯
科
医
学
会
連
合
理
事
長
を

兼
任
す
る
。
本
学
58
回
卒
。

　
そ
の
た
め
厚
生
労
働
省
は

４
月
23
日
、
医
道
審
議
会
の

医
師
分
科
会
と
歯
科
医
師
分

科
会
の
合
同
に
よ
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
人
材

に
関
す
る
懇
談
会
」
を
招
集

し
た
。
そ
こ
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
た
め
の
筋
肉
内
注
射

の
歯
科
医
師
に
よ
る
実
施
の

可
否
に
つ
い
て
、
法
的
な
整

備
を
検
討
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
歯
科
医
師
に

よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
違

法
性
を
阻
却
す
る
と
し
て
特

例
を
決
定
し
た
（
注
１
）。

　
こ
の
特
例
は
た
だ
ち
に
、

４
月
26
日
付
で
全
自
治
体
に

通
達
（
事
務
連
絡
）
さ
れ
、

各
地
域
に
お
け
る
関
係
者
の

連
携
の
下
で
、
必
要
に
応
じ

て
歯
科
医
師
の
協
力
を
得
て

特
設
会
場
に
お
け
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
の
構
築
に
取
り

組
む
よ
う
指
示
さ
れ
た
。

　
同
日
付
、
厚
労
省
は
日
本

歯
科
医
師
会
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
協
力
を
求
め
る
通
知
を

送
っ
た
。
日
歯
の
堀
憲
郎
会

長
は
、
要
請
が
あ
れ
ば
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
す
る
と
答

え
た
。
接
種
協
力
は
歯
科
医

師
サ
イ
ド
か
ら
働
き
か
け
る

こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

具
体
的
な
要
請
を
う
け
て
協

力
す
る
、
と
い
う
の
が
歯
科

の
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

　
け
れ
ど
も
、
そ
れ
か
ら
国

や
自
治
体
が
動
く
気
配
は
な

か
っ
た
。
日
本
医
師
会
会
長

が
、
難
色
を
示
し
た
と
い
う

情
報
も
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
こ
の
協
力
要
請
に
対
し
、

本
学
附
属
病
院
（
内
川
喜
盛

病
院
長
）
は
、
緊
急
要
請
に

対
応
す
る
た
め
、「
ワ
ク
チ

ン
接
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
た
。
チ
ー
ム

長
の
小
林
隆
太
郎
教
授
（
口

腔
外
科
）、
運
営
本
部
長
の

石
垣
佳
希
教
授
（
総
診
科
）

が
中
心
と
な
り
、
指
針
と
な

る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
一
般
向
け
集
団
接

種
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
た
。
そ
れ
は
、
15
ペ
ー

ジ
に
お
よ
ぶ
具
体
的
な
詳
細

な
実
施
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
本
学
病
院

を
定
期
検
診
で
受
診
し
た
安

倍
晋
三
前
首
相
（
主
治
医
小

林
教
授
）
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
３
週
間
余
り
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
た
特
例
が
、
内
閣

府
主
導
に
よ
り
一
挙
に
動
き

だ
し
た
。

　
５
月
18
日
、
堀
憲
郎
ら
日

歯
役
員
は
官
邸
を
訪
れ
、
菅

義
偉
首
相
と
面
談
し
、
歯
科

医
師
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
要
請
に
全
面
的
に
協
力
す

る
旨
を
伝
え
た
。

　
21
日
に
は
、
東
京
都
の
小

池
百
合
子
知
事
が
日
歯
会
館

を
訪
れ
、
堀
会
長
、
東
京
都

歯
科
医
師
会
会
長
代
行
が
、

自
治
体
か
ら
の
協
力
要
請
を

う
け
た
。

　
前
後
す
る
が
、
31
日
に
は

今
回
特
設
会
場
と
し
て
本
学

附
属
病
院
を
委
託
し
た
、
千

代
田
区
の
樋
口
高
顕
区
長
が

本
学
を
訪
れ
、
本
学
の
協
力

に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。
中

原
泉
理
事
長
、
藤
井
一
維
学

長
、
小
林
隆
太
郎
教
授
が
、

今
後
と
も
全
面
的
に
協
力
す

る
こ
と
を
約
し
た
。

　
５
月
25
日
、
本
学
附
属
病

院
の
８
階
講
堂
に
お
い
て
、

医
療
従
事
者
約
１
５
７
人
を

対
象
と
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
っ
て
歯
科
医
師
１
名

（
交
代
制
）
に
よ
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
（
第
１
回
目
）
が
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
の
特

例
に
も
と
づ
く
、
全
国
最
初

の
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
大

学
病
院
で
の
医
療
従
事
者
等

へ
の
優
先
接
種
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
集
団
接
種
の
模
様
は

同
日
夕
刻
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
テ
レ

ビ
東
京
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

「
歯
科
医
師
に
よ
る
接
種
始

ま
る
」
と
大
々
的
に
放
映
さ

れ
、
歯
科
医
師
を
打
ち
手
と

す
る
集
団
接
種
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。（
注
２
）

　
翌
26
日
に
は
本
学
で
、

１
４
９
人
に
接
種
し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
接
種
方

式
の
職
域
接
種
が
、
６
月
21

日
か
ら
本
格
化
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
っ
て
大
学
接
種

と
し
て
、
本
学
附
属
病
院
で

は
、
６
月
28
日
に
全
国
に
先

が
け
て
、
歯
科
医
師
４
名
が

本
学
学
生
等
94
人
に
第
１
回

目
の
接
種
を
し
た
。
次
い

で
、
７
月
７
日
ま
で
の
６
日

間
に
、
５
９
６
人
に
接
種
し

た
。

一
方
、
新
潟
の
医
科
病
院

（
大
越
章
吾
病
院
長
）
で

　
違
法
性
阻
却
の
可
否
は
個

別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
歯
科
医
師

は
、
そ
の
養
成
課
程
に
お
い

て
、
筋
肉
内
注
射
に
関
す
る

基
本
的
な
教
育
を
受
け
て
お

り
、
ま
た
、
口
腔
外
科
や
歯

科
麻
酔
の
領
域
で
は
実
際
に

筋
肉
内
注
射
を
行
う
こ
と
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

必
要
な
医
師
や
看
護
師
等
が

確
保
で
き
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
特
設
会
場
に
お
け
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
実
施
で
き
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
少
な

く
と
も
下
記
の
条
件
の
下
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
筋

肉
内
注
射
を
歯
科
医
師
が
行

う
こ
と
は
、
公
衆
衛
生
上
の

観
点
か
ら
や
む
を
得
な
い
も

の
と
し
て
、
医
師
法
第
17
条

と
の
関
係
で
は
違
法
性
が
阻

却
さ
れ
得
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止

し
、
住
民
の
生
命
や
健
康
を

守
る
た
め
に
迅
速
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
中
で
、
必
要
な
医
師
や
看

護
師
等
の
確
保
が
で
き
な
い

た
め
に
、
歯
科
医
師
の
協
力

な
し
に
は
特
設
会
場
で
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
実
施
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

　
⑵
協
力
に
応
じ
る
歯
科
医

師
が
筋
肉
内
注
射
の
経
験
を

有
し
て
い
る
、
又
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
た
め
の
筋
肉
内
注

射
に
つ
い
て
、
必
要
な
研
修

を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　
⑶
歯
科
医
師
に
よ
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
た
め
の
筋
肉

内
注
射
の
実
施
に
つ
い
て
、

被
接
種
者
の
同
意
を
得
る
こ

と
。

　
上
記
⑴
に
つ
い
て
は
、
予

防
接
種
の
実
施
主
体
で
あ
る

自
治
体
の
長
が
、
看
護
師
等

の
確
保
に
取
り
組
ん
だ
上
で

そ
れ
で
も
必
要
な
看
護
師
等

の
確
保
が
困
難
と
判
断
し
、

地
域
の
医
師
会
等
の
関
係
者

と
の
合
意
の
上
で
、
地
域
の

歯
科
医
師
会
等
に
協
力
を
要

請
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　
厚
労
省
の
通
達
で
は
、
歯

科
医
師
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
た
め
の
筋
肉
内
注
射

に
つ
い
て
は
、「
歯
科
医
行

為
」
で
は
な
く
「
医
行
為
」

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、

医
師
等
の
資
格
を
有
さ
な
い

歯
科
医
師
が
反
復
継
続
す
る

意
思
を
も
っ
て
行
え
ば
、
基

本
的
に
は
、
医
師
法
（
昭
和

23
年
法
律
第
二
〇
一
号
）
第

17
条
に
違
反
す
る
。

　「
違
法
性
阻
却
の
可
否
は

個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
歯
科
医
師

は
、
そ
の
養
成
課
程
に
お
い

て
、
筋
肉
内
注
射
に
関
す
る

基
本
的
な
教
育
を
受
け
て
お

り
、
ま
た
、
口
腔
外
科
や
歯

科
麻
酔
の
領
域
で
は
実
際
に

筋
肉
内
注
射
を
行
う
こ
と
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

必
要
な
医
師
や
看
護
師
等
が

確
保
で
き
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
特
設
会
場
に
お
け
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
実
施
で
き
な

い
よ
う
な
場
合
に
お
い
て

は
、
少
な
く
と
も
下
記
の
条

件
の
下
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

（
注
２
）歯
科
医
師
に
よ
る

接
種
の
法
的
解
釈

た
め
の
筋
肉
内
注
射
を
歯
科

医
師
が
行
う
こ
と
は
、
公
衆

衛
生
上
の
観
点
か
ら
や
む
を

得
な
い
も
の
と
し
て
、
医
師

法
第
17
条
と
の
関
係
で
は
違

法
性
が
阻
却
さ
れ
得
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。」

歯
科
医
師
サ
イ
ド
の
見
解

　
元
よ
り
歯
科
医
師
は
、
歯

口
腔
治
療
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
必
要
に
応
じ
て
静
脈
注

射
、
筋
肉
注
射
、
麻
酔
を
実

施
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
口

腔
外
科
や
歯
科
麻
酔
を
専
門

と
す
る
歯
科
医
師
は
、
ふ
つ

う
に
筋
肉
内
注
射
を
行
な
っ

て
い
る
。

　
け
れ
ど
も
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
た
め
の
筋
肉
内
注
射
は

本
来
、
歯
科
医
師
の
治
療
範

囲
外
に
属
す
る
行
為
で
あ
り

歯
科
医
師
の
担
う
べ
き
行
為

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
歯
科
医
行

為
で
は
な
い
か
ら
、
歯
科
医

師
に
と
っ
て
は
埒
外
な
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

公
衆
衛
生
上
の
観
点
か
ら
、

“
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し

て
”、
医
行
為
を
要
請
さ
れ

る
こ
と
は
、
歯
科
医
師
に

と
っ
て
決
し
て
本
意
で
は
な

い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
が

緊
急
事
態
で
あ
り
、
国
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
一
助
と

な
る
な
ら
ば
、
協
力
を
惜
し

ま
な
い
と
い
う
仕
儀
で
あ
る
。

　
結
局
、
非
常
事
態
に
あ
っ

て
、
法
的
枠
組
み
の
範
囲
と

治
療
の
実
務
能
力
を
相
対
的

に
判
断
し
、
そ
の
必
要
度
と

重
要
性
か
ら
、
時
限
的
か
つ

特
例
的
に
後
者
に
比
重
を
置

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。

（
注
１
）厚
生
労
働
省
の

自
治
体
へ
の
通
達（
抜
粋
）

は
、
22
日
に
県
内
大
学
と

し
て
最
初
に
、
高
齢
者
等

１
１
９
人
に
第
１
回
目
の
接

種
を
行
な
っ
た
。
つ
い
で
、

８
月
３
日
ま
で
の
３
日
間

に
、
３
８
９
人
に
接
種
し
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２１年（令和３年）６月３０日 (２）第６７０号

（
注
）
一
般
選
抜
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）・
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）
は
，
生
命
歯
学
部
（
東
京
）
と
新
潟
生
命
歯
学
部
共
通
の
試
験
で
行
い
，
併
願
可
能
。

2022
年
度（
令
和
４
）
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
要
項

試
験
区
分

学
　
　
部

募
集
人
員

出
願
期
間

出
願
場
所

・
試
験
場

試
験
科
目
等

試
験
日

合
格
発
表

手
続
期
限

推
薦

入
学

試
験

新
潟

生
命

歯
学

部
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部
（

東
京

）

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951 -8580 新

潟
県
新
潟
市
中
央
区
浜
浦
町
1‒8　☎

025‒267‒1500

平
成
29年
11月
21日
㈫
に
本
人
と

高
等
学
校
長
宛
に
合
否
通
知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る

本
人
に
合
否
通
知
を
速
達
郵
便
で
発
送

新
潟
生
命
歯
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
同
日
午
後
４
時
以
降
に
掲
載

英
語
小
テ
ス
ト
，
面
接
試
験
と
も

平
成
2
9
年
1
1
月
1
9
日
㈰

郵
送
・
窓
口
と
も
：

2９
年
10月
８
日
㈬
～
11月
16日

㈭
必
着

 窓
口

受
付

時
間

　１０
：

００
～

１６
：

００

平
成
29年

８
月
28日
㈪
～

９
月
７
日
㈭

平
成
2９
年

９
月
13日
㈬
～

９
月
22日
㈮

平
成
2９
年

1
1
月
８
日
㈬
～

1
1
月
１７
日
㈮

平
成
2９
年

９
月
９
日
㈯

平
成
2９
年

９
月
1
2
日
㈫

平
成
2９
年

1
1
月
５
日
㈰

平
成
2９
年

1
1
月
７
日
㈰

平
成
29年

10月
23日
㈪
～

11月
１
日
㈭

出
願
資
格

（
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

が
必

須
，

昨
年

度
参

加
可

）
・
目
標
を
定
め
そ
の
実
現
の
た
め

に
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
の

で
き
る
，
目
標
意
識
と
意
欲
の

あ
る
者

・
医
療
人
に
ふ
さ
わ
し
い
高
い
倫

理
観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
本
学
以
外
の
修
学
・
志
望
は

考
え
て
お
ら
ず
、
合
格
し
た
場

合
に
入
学
を
確
約
で
き
る
者

・
そ
の
他
，
高
等
学
校
卒
業
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
等
・
・
・

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
面
接
試
験（
グ
ル
ー
プ
・

個
人
）

３
）
実
技
評
価

４
）
資
格
取
得
状
況
，
文
化
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
も
評
価

出
願
資
格
（
公
募
制
）

１
）
平
成
29年
３
月
卒
業
者
並

び
に
平
成
30年
３
月
卒

業
見
込
み
の
者
で
学
業

成
績
が
良
好
で
将
来
歯

科
医
療
を
担
う
者
と
し
て

高
等
学
校
長
が
推
薦
す

る
者

２
）
本
学
へ
の
入
学
の

意
志
を
有
し
,合
格
し

た
場
合
に
入
学
を
確
約

で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
英
語
小
テ
ス
ト

２
）
面
接
試
験

出
願
資
格（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

歯
科
医
療
担
当
者
と
し
て
，

十
分
な
学
力
と
高
い
目
的
意
識

を
持
ち
，
相
手
の
気
持
ち
を
理

解
で
き
る
人
間
性
豊
か
な
者

で
，
次
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
。１
）
平
成
30年
３
月
卒
業
見

込
み
の
者
で
，
将
来
歯

科
医
療
を
担
う
者
と
し
て

高
等
学
校
長
が
推
薦
す

る
者

２
）
本
学
へ
の
入
学
の

意
志
を
有
し
,合
格
し

た
場
合
に
入
学
を
確
約

で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

平
成
29年
11月
14日
㈫
に
本
人
と

高
等
学
校
長
宛
に
合
否
通
知
を
速

達
郵
便
で
発
送
す
る

英
語
小
テ
ス
ト
，小
論
文
，面
接
試
験
と
も

平
成
2
9
年
1
1
月
1
2
日
㈰

郵
送
:29年

11月
１
日
㈬
～
11月
9日
㈭
必
着

窓
口
:28年

11月
8日
㈬
･
11月
9日
㈭

 窓
口

受
付

時
間

　１０
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年
１
月
５
日
㈮
～
１
月
25日
㈭
必
着

窓
口
：
30年
１
月
25日
㈭
・
１
月
26日
㈮

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年
１
月
11日
㈭
～
１
月
25日
㈭
必
着

窓
口
：
30年
１
月
25日
㈭
・
１
月
26日
㈮

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年
２
月
21日
㈬
～
２
月
28日
㈬
必
着

窓
口
：
30年
２
月
28日
㈬

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年
２
月
21日
㈫
～
２
月
28日
㈬
必
着

窓
口
：
30年
２
月
28日
㈬

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
（
東
京
）

〒
1
0
2
-8
1
5
9
 
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
１
‒９
‒
2
0
 ☎
0
3
‒
3
2
6
1
‒
8
3
1
1

学
力
試
験
，
面
接
試
験
と
も

平
成
3
0
年
２
月
１
日
㈭

平
成
30年
２
月
４
日
㈰
12時
，生
命

歯
学
部（
東
京
）に
掲
示
，合
格
者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年
２
月
７
日
㈬
12時
，生
命

歯
学
部（
東
京
）に
掲
示
，合
格
者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年
３
月
７
日
㈬
12時
，生
命

歯
学
部（
東
京
）に
掲
示
，合
格
者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年
３
月
７
日
㈬
12時
，生
命

歯
学
部（
東
京
）に
掲
示
，合
格
者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

一
般

選
抜

前
期

入
学

試
験

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

利
用

前
期

入
学

試
験

一
般

選
抜

後
期

入
学

試
験

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

利
用

後
期

入
学

試
験

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

面
接
試
験
：
平
成
29年
２
月
５
日
㈪

学
力
試
験
，
面
接
試
験
と
も

平
成
3
0
年
３
月
４
日
㈰

面
接
試
験
：
平
成
30年
３
月
４
日
㈰

学
力
試
験

１
．
英
語
：

「
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
英
語
Ⅰ
」

「
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
英
語
Ⅱ
」

「
英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降

の
文
章
），「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」

の
う
ち
か
ら
，１
科
目
を

選
択
す
る

３
．
理
科
：

「
物
理
基
礎
・
物
理
」，「
化

学
基
礎
・
化
学
」，「
生
物

基
礎
・
生
物
」
の
う
ち
か

ら
，１
科
目
を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験
生
本
人
に
対
し
，
個
々
に

行
う

面
接
試
験

　
受
験
生
本
人
に
対
し
，
個
々
に

行
う

（
注
）

　
本
学
が
利
用
す
る
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の

と
お
り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を

受
験
し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

「
英
語
」必
須

（
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」の
う
ち
か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
科
：

「
物
理
基
礎
」，「
化
学
基
礎
」，

「
生
物
基
礎
」の
う
ち
か
ら
，

２
科
目
，ま
た
は
「
物
理
」，「
化

学
」，「
生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

※
理
科
（
基
礎
を
付
し
て
い
な
い

科
目
）
に
お
い
て
２
科
目
受
験

し
た
場
合
は
，第
１
解
答
科
目
の

み
を
合
否
判
定
に
使
用
す
る
。

「
英
語
」
に
つ
い
て
は
リ
ス
ニ

ン
グ
の
成
績
は
利
用
し
な
い

面
接
試
験

　
受
験
生
本
人
に
対
し
，
個
々
に

行
う

（
注
）

　
本
学
が
利
用
す
る
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の

と
お
り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を

受
験
し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

「
英
語
」必
須

（
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」の
う
ち
か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
科
：

「
物
理
基
礎
」，「
化
学
基
礎
」，

「
生
物
基
礎
」の
う
ち
か
ら
，

２
科
目
，ま
た
は
「
物
理
」，「
化

学
」，「
生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

※
理
科
（
基
礎
を
付
し
て
い
な
い

科
目
）
に
お
い
て
２
科
目
受
験

し
た
場
合
は
，第
１
解
答
科
目
の

み
を
合
否
判
定
に
使
用
す
る
。

「
英
語
」
に
つ
い
て
は
リ
ス
ニ

ン
グ
の
成
績
は
利
用
し
な
い

学
力
試
験

１
．
英
語
：

「
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
英
語
Ⅰ
」

「
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
英
語
Ⅱ
」

「
英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降

の
文
章
），「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」

の
う
ち
か
ら
，１
科
目
を

選
択
す
る

３
．
理
科
：

「
物
理
基
礎
・
物
理
」，「
化

学
基
礎
・
化
学
」，「
生
物

基
礎
・
生
物
」
の
う
ち
か

ら
，１
科
目
を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験
生
本
人
に
対
し
，
個
々
に

行
う

平
成
2
9
年
1
1
月
3
0
日
㈭

平
成
2
8
年
1
1
月
2
2
日
㈬

平
成
3
0
年
２
月
1
4
日
㈬

平
成
3
0
年
２
月
1
6
日
㈮

平
成
3
0
年
３
月
1
5
日
㈭

平
成
3
0
年
３
月
1
5
日
㈭

約
1
0
名

（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
8
名

約
8
名

約
5
3
名

約
3
5
名

約
2
0
名

約
1
5
名

約
1
0
名

若
干
名

若
干
名

約
5
名

約
4
0
名

（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

A
O

入
学

試
験

Ⅰ
期

A
O

入
学

試
験

Ⅱ
期

試
験
区
分

総
合

型
選

抜
入

学
試

験
 Ⅰ

期
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 Ⅱ
期

学
　

校
　

推
　

薦
　

型
　

選
　

抜
　

入
　

学
　

試
　

験
一

般
選

抜
前

期
入

学
試

験
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

利
用（

前
期

）入
学

試
験

一
般

選
抜

後
期

入
学

試
験

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
利

用（
後

期
）入

学
試

験

学
　
　
部

新
潟

生
命

歯
学

部
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部
（

東
京

）
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部

募
集
人
員

約
1
6
名

約
1
0

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
4
0

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
5
3

名
約

3
０

名
約

2
0
名

約
1
0
名

約
1
0
名

若
干

名
約

5
名

若
干

名

出
願
期
間

郵
送
・
窓
口
と
も
：

３
年
11月

15日
㈪
～
11月

24日
㈬
必
着

窓
口
受
付
時
間
 10：

00～
16：

00

郵
送
：
3年

11月
1
日
㈪
～
11月

10日
㈬
必
着

窓
口
：
3年

11月
９
日
㈫
・
11月

10日
㈬

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送

：
4年

1月
5
日
㈬

～
1月

25日
㈫

必
着

窓
口

：
4年

1月
25日
㈫

・
1月

26日
㈬

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送
：
4年

1月
7
日
㈮
～
1月

25日
㈫
必
着

窓
口
：
4年

1月
25日
㈫
・
1月

26日
㈬

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送
：
4年

2月
21日
㈪
～
3月

1
日
㈫
必
着

窓
口
：
4年

3月
1
日
㈫

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送

：
4年

2月
21日
㈪

～
3月

1日
㈫

必
着

窓
口

：
4年

3月
1
日
㈫

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

出
願
場
所

・
試
験
場

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951-8580 新

潟
県
新
潟
市
中
央
区
浜
浦
町

1
-
8
 ☎

025-267-1500
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
（
東
京
）

〒
102-8159 東

京
都
千
代
田
区
富
士
見

1
-
9
-20 ☎

03-3261-8311

試
験
科
目
等

出
願
資
格

（
 オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

が
必
須

，
昨
年
度
参
加
可
）

・
 目

標
を

定
め

そ
の

実
現

の
た

め
に

積
極

的
に

行
動

す
る

こ
と

の
で

き
る

，
目

標
意

識
と

意
欲

の
あ
る
者

・
 医

療
人

に
ふ

さ
わ

し
い

高
い

倫
理
観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
 本

学
部

以
外

の
修

学
・

志
望

は
考

え
て

お
ら

ず
、

合
格

し
た

場
合

に
は

必
ず

本
学

部
へ

の
入

学
を
確
約
で
き
る
者

・
 そ

の
他

，
高

等
学

校
卒

業
者

と
同

等
以

上
の

学
力

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
者

等
（
詳

細
は

入
試

要
項
を
参
照
）

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
面
接
試
験
（
個
人
）

３
）

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

４
）
実
技
評
価

５
）
 資
格
取
得
状
況

，
文
化
・
芸
術
・

ス
ポ

ー
ツ

の
分

野
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

も
評

価

出
願
資
格

１
）
 令

和
３

年
３

月
卒

業
者

並
び

に
令

和
４

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者

で
、

人
物
・

健
康

と
も

に
優

れ
学

業
成

績
が

良
好

で
学

校
長

が
推

薦
す
る
者

２
）
 合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確
約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
面
接
試
験

出
願
資
格

本
学

の
基

本
理

念
と

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に
，

十
分

な
学

力
と

高
い

目
的

意
識

を
持

ち
，

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
で

き
る

人
間

性
豊

か
な

者
で
，

次
の

条
件

を
満

た
す
こ
と

　
１
）
 令

和
４

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者

で
，

人
物
・

健
康

と
も

に
優

れ
，

学
校

長
が

推
薦
す
る
者

　
２
）
 合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確
約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

選
抜
方
法

１
．
英
　
語
：

　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅰ

」
　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅱ

」
　
　
 「英

語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　
  「国

語
総

合
」（
近

代
以

降
の

文
章
），

「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　
 「物

理
基

礎
・

物
理
」，「

化
学

基
礎
・
化
学
」，「

生
物
基
礎
・

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

計
３
科
目

４
．
面
接
試
験
：

　
　
 受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に

行
う

選
抜
方
法

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス
ト
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の
と
お

り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を
受
験
し

て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

　
　「

英
語
」
必
須

　
　（

リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　
「
国
語
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

　
　
 「数

学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　

１
科
目
を
選
択
す
る

５
．
理
　
科
：

　
　「

物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

　
　「

生
物
基
礎
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
 ２
科
目

，
ま
た
は
「
物
理
」，

　
　「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
１
科
目
を
選
択
す
る

４
．
面
接
試
験
：

　
　
 受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う

※
 理
科（

基
礎
を
付
し
て
い
な
い
科
目
）

に
お
い
て
２
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，

第
１

解
答

科
目

の
み
を
合
否
判
定
に

使
用
す
る

「
英
語
」
に
つ
い
て
は
リ
ス
ニ
ン
グ

の
成
績
は
利
用
し
な
い

選
抜
方
法

１
．
英
　
語
：

　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅰ

」
　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅱ

」
　
　
 「英

語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　

 「国
語

総
合
」（
近

代
以

降
の

文
章
），

「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　
 「物

理
基

礎
・

物
理
」，「

化
学

基
礎
・
化
学
」，「

生
物
基
礎
・

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

計
３
科
目

４
．
面
接
試
験
：

　
　
 受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に

行
う

選
抜
方
法

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科
・

科
目

は
以

下
の

と
お
り

な
の

で
，

こ
れ

ら
の

科
目

を
受

験
し

て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

　
　「

英
語
」
必
須

　
　（

リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　
「
国
語
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

　
　
 「数

学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　「

物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

　
　「

生
物
基
礎
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
 ２
科
目

，
ま
た
は
「
物
理
」，

　
　「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
１
科
目
を
選
択
す
る

４
．
面
接
試
験
：

　
　
 受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う

※
 理

科（
基

礎
を

付
し

て
い

な
い

科
目
）

に
お
い
て
２
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，

第
１

解
答

科
目

の
み
を
合
否
判
定
に

使
用
す
る

「
英

語
」

に
つ

い
て

は
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成
績
は
利
用
し
な
い

試
験
日

令
和

3
年

10月
23日
㈯

令
和

3
年

12月
19日
㈰

英
語
小
テ
ス
ト
，
面
接
試
験
と
も

令
和

3
年

1
1
月

2
7
日
㈯

英
語

小
テ

ス
ト

，小
論

文
，面

接
試

験
と

も
令

和
3
年

1
1
月

1
4
日
㈰

学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

4
年

2
月

1
日
㈫

面
接
試
験
：
令
和

4
年

2
月

8
日
㈫

学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

4
年

3
月

6
日
㈰

面
接
試
験
：
令
和

4
年

3
月

6
日
㈰

合
格
発
表

令
和

3
年

11月
1
日
㈪

令
和

3
年

12月
20日
㈪

令
和

3
年
12月

１
日
㈬

に
本

人
と

高
等

学
校

長
宛

に
合

否
通

知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る

令
和

3
年
12月

１
日
㈬

に
本

人
と

高
等

学
校

長
宛

に
合

否
通

知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る

令
和

4
年

2
月

4
日
㈮
12時

，
生
命

歯
学

部
（
東

京
）
に

掲
示

，
合

格
者

に
「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

令
和

4
年

2
月
11日
㈮
12時

，
生
命

歯
学

部
（
東

京
）
に

掲
示

，
合

格
者

に
「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

令
和

4
年

3
月

8
日
㈫
10時

，
生
命

歯
学

部
（
東

京
）
に

掲
示

，
合

格
者

に
「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

令
和

4
年

3
月

8
日
㈫
10時

，
生
命

歯
学

部
（
東

京
）
に

掲
示

，
合

格
者

に
「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

本
人
に
合
否
通
知
を
速
達
郵
便
で
発
送
す
る

手
続
期
限

令
和

3
年

11月
12日
㈮

令
和

3
年

12月
27日
㈪

令
和

3
年

1
2
月

1
0
日
㈮

令
和

3
年

1
2
月

1
0
日
㈮

令
和

4
年

2
月

1
4
日
㈪

令
和

4
年

2
月

2
1
日
㈪

令
和

4
年

3
月

1
6
日
㈬

令
和

4
年

3
月

1
6
日
㈬

（
注
）
一
般
選
抜
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）・

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）
は
，
生
命
歯
学
部
（
東
京
）
と
新
潟
生
命
歯
学
部
共
通
の
試
験
で
行
い
，
併
願
可
能

令
和
３
年

1
0
月
６
日
㈬
～

1
0
月
1
9
日
㈫

令
和
３
年

1
2
月
１
日
㈬
～

1
2
月
1
4
日
㈫

郵
送
・
窓
口
と
も
：

窓
口
受
付
時
間
 
1
0
：
0
0
～
1
6
：
0
0




